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3月の説教者

6 日　四旬節第 1 主日
クンダク・シェンディ・カニシウス

（敦賀教会）

13日　四旬節第 2 主日
伴　八郎

（南山教会）

20日　四旬節第 3 主日
真野　和夫

（名古屋教区）

27日　四旬節第 4 主日
ファルディマール・バカリサ・ファミニアラガオ

（東海教会）
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愛
の
よ
ろ
こ
び
の
家
族
年
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０
２
２
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月
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名
古
屋
教
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０
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日
～

２
０
２
３
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５
月
28
日
聖
霊
降
臨
の
主
日

《灰の水曜日（大斎・小斎）》
　大斎は、1日一回だけの十分な食事とそのほかに朝
ともう1回わずかな食事をとることができ、満18歳以
上満60歳未満の信者が守る。
　小斎は肉類を食べないが、各自の判断で償いの他の
形式、特に愛徳のわざ、信心業、節制のわざの実行をもっ
て代えることができ、満14歳以上の信者が守る。どち
らも、病気や妊娠などの理由がある人は免除される。
　大斎と小斎を守る日は、灰の水曜日と聖金曜日（復
活祭直前の金曜日）、小斎を守る日は祭日を除く毎金
曜日。

性虐待被害者のための�
祈りと償いの日

　教皇フランシスコの意向に従って、日本司
教団は「性虐待被害者のための祈りと償いの
日を、毎年四旬節第2金曜日（今年は3月18日）
と定めました。名古屋教区では下記の通りミ
サが行われます。それぞれの小教区において
も心を合わせてお祈りください。
日　時　3月18日（金）午前7：00～
場　所　カトリック布池教会司教座聖堂
司　式　松浦悟郎司教

《四旬節》
　復活祭の準備期間を四旬節と呼ぶ。教会をあげて
復活祭をふさわしく迎えるために、祈りと施しと断
食に励む習慣も生まれた。
　主日は復活の記念日として断食をしない習慣が
あったので、復活祭までの断食日が実際に40日にな
るように灰の水曜日から四旬節をはじめるように
なった。現行の規則では、断食の日とされているの
は、灰の水曜日と聖金曜日であり、四旬節は主日も
含めて灰の水曜日から「聖なる過越しの3日間」が
始まる主の晩餐の夕べのミサ前までの、44日となる。
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２
０
１
７
年
に
列
福
さ
れ

て
今
年
で
５
回
目
を
迎
え

る
、
福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近

殉
教
者
記
念
ミ
サ
が
、
２
月

５
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
金
沢
教

会
聖
堂
で
行
わ
れ
た
。
当
日

は
大
雪
に
も
関
わ
ら
ず
、
司

祭
、
修
道
者
、
信
徒
ら
約
30

人
が
、
神
の
愛
を
力
強
く
あ

か
し
し
た
殉
教
者
高
山
右
近

が
、
私
た
ち
の
心
か
ら
の
願

い
で
あ
る
、
聖
人
の
列
に
加

え
ら
れ
る
よ
う
に
と
祈
っ

た
。

こ
の
企
画
は
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
の
行
事
で
当
初
、
松
浦
悟

郎
司
教
が
ミ
サ
の
司
式
を
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
と
猛
威
を

振
る
っ
て
い
る
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
拡
大
の
た
め
、
県
を
ま

た
い
で
の
参
加
は
難
し
く
、

ミ
サ
の
奉
仕
は
金
沢
教
会
で

行
っ
た
。
当
日
唱
え
た
列
聖

を
求
め
る
祈
り
な
ど
を
、
翌

日
の
主
日
の
ミ
サ
に
お
い
て

各
小
教
区
で
行
う
こ
と
と
し

た
。

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

ひ
る
ま
ず
答
え
た
。
最
後
に

長
崎
か
ら
マ
ニ
ラ
に
追
放
さ

れ
た
と
き
、
ス
ペ
イ
ン
の
総

督
か
ら
祝
砲
を
も
っ
て
最
高

の
歓
迎
を
受
け
、
身
分
に

相
応
す
る
土
地
家
屋
と
俸
禄

を
提
供
す
る
申
し
出
が
あ
っ

た
が
、
右
近
は
即
座
に
こ
れ

を
断
り
、
追
放
の
身
分
の
ま

ま
に
し
て
お
い
て
ほ
し
い
と

願
っ
た
。
右
近
は
長
い
殉
教

の
道
を
歩
み
、
自
分
の
命
を

懸
け
て
信
仰
を
生
き
抜
い
た

信
仰
者
の
模
範
で
あ
る
。
日

本
人
と
し
て
今
日
の
日
を
お

祝
い
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に

思
い
、
私
た
ち
も
右
近
の
信

仰
の
姿
に
な
ら
っ
て
い
こ
う

で
は
な
い
か
。」

右近について話す九里神父

ミ
サ
後
、
聖
堂
前
の
頭
に

雪
を
か
ぶ
っ
た
高
山
右
近
像

は
、
た
だ
左
腕
を
あ
げ
、
天

を
指
差
し
、
雪
降
る
中
を
足

早
に
帰
っ
て
ゆ
く
信
徒
の
す

が
た
を
静
か
に
見
守
っ
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

な
お
、
当
日
の
ミ
サ
は
、

Y
ouT

ube

よ
りLIV

E

に

て
配
信
さ
れ
た
。
ア
ド
レ
ス

は
次
の
通
り
。

http://w
w
w
.church-

k
an

azaw
a.sak

u
ra.

ne.jp/

ミ
サ
は
片
岡
義
博
神
父
が

司
式
を
し
、
九く

の
り里

彰あ
き
ら

神
父

が
説
教
を
行
っ
た
。

故
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
神
父
作

曲
の
高
山
右
近
讃
歌
「
光
は

今
も
」
の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
が

行
わ
れ
る
中
、
司
祭
団
が
入

堂
し
、
片
岡
神
父
は
香
で
祭

壇
を
清
め
た
後
、
聖
堂
に
安

置
さ
れ
た
右
近
の
聖
遺
物
に

献
香
し
た
。

九
里
神
父
は
、
説
教
で
今

日
読
ま
れ
た
福
音
か
ら
「
一

粒
の
麦
は
、
地
に
落
ち
て
死

な
な
け
れ
ば
、
一
粒
の
ま
ま

で
あ
る
。
だ
が
、
死
ね
ば
、

多
く
の
実
を
結
ぶ
」（
ヨ
ハ

ネ
14

－

24
）
を
取
り
上
げ
、

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
麦
の
種
は
身
を
守
る
た

め
に
回
り
を
固
い
殻
が
覆
っ

て
い
る
が
、
こ
の
殻
を
破
ら

な
け
れ
ば
成
長
し
な
い
し
実

も
結
ば
な
い
。
右
近
も
こ
の

一
粒
の
種
で
あ
り
、
見
事
に

地
に
落
ち
て
死
ん
だ
。
そ
れ

は
一
回
だ
け
で
な
く
生
涯
に

渡
り
続
い
た
。
彼
は
10
歳
の

時
に
家
族
と
と
も
に
洗
礼
を

受
け
た
が
、
ま
だ
ま
だ
信
仰

は
熟
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
後

の
幾
度
か
の
試
練
を
通
し
て

本
物
の
信
仰
へ
と
成
長
し
て

い
っ
た
。
信
仰
と
武
士
の
立

場
と
の
板
挟
み
等
、
試
練
に

会
う
度
に
彼
は
真
剣
に
必
死

に
祈
っ
て
窮
地
か
ら
逃
れ

た
。
が
、
同
時
に
こ
の
祈
り

が
右
近
を
成
長
さ
せ
、
本

物
の
信
仰
へ
と
変
え
ら
れ
て

い
っ
た
。

彼
の
霊
的
指
導
者
で
あ

る
オ
ル
ガ
ン
チ
ー
ノ

神
父
の
「
よ
り
上
の

も
の
に
仕
え
る
よ
う

に
」
の
教
え
を
実
行

し
、
太
閤
秀
吉
に

「
私
は
キ
リ
ス
ト
を

捨
て
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
私
を
好
き
な

２
０
２
２
年
福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近

殉
教
者
・
記
念
ミ
サ

“�

右
近
も
一
粒
の
種
で
あ
り
見
事
に
地
に�

落
ち
て
死
ん
だ
。
試
練
を
乗
り
越
え�

本
物
の
信
仰
へ
と
成
長
”

神言修道会終生誓願式及び助祭叙階式のお知らせ
　このたび神言神学院から5人の神学生が終生誓願の恵みを受ける運びと
なりました。また、2人の神学生が名古屋教区長ミカエル松浦悟郎司教司
式のもと、助祭叙階のお恵みを頂くことになりました。
　限りない神の恵みに感謝するとともに、皆様の日ごろからのお祈りと
ご支援に感謝します。
　尚、助祭叙階式及び終生誓願式は新型コロナウイルスの影響で、一
般参加をお断りするかたちになりますが、『SVDJapanTV』チャンネル

（youtube）でライブ配信します。
終生誓願式
　　日　時　3月9日（水）16：00より
　　場　所　神言神学院大聖堂
　終生誓願宣立者
　　アンデレ・トルウン・ゴー・ホム
　　ウィルフリード・リンガアマ・クロメン
　　ファビアヌス・ジョン・モネ・セラン
　　傍島義雄
　　ジョセフ・シジョ・コッラピッルル
助祭叙階式
　　日　時　3月12日（土）16：00より
　　場　所　神言神学院大聖堂
　助祭叙階者
　　アンデレ・トルウン・ゴー・ホム
　　傍島義雄
問合せ　〒466-0823 名古屋市昭和区八雲町70-9
　　　　神言神学院
　　　　☎052-832-2082　FAX 052-835-3127
　　　　終生誓願式・助祭叙階式総務
　　　　グエン・バン・ニヤット
　　　　Email　nhat9210@gmail.com
チャンネルのリンク　https://tinyurl.com/49effka8（SVD Japan TV）

2022年聖香油ミサ
　名古屋教区の司祭団が司教と一致して捧げるミサ。ミサの中で、司祭の約束の更新と秘跡の執行に用い
る聖香油の聖別、病者の油、洗礼志願者の油の祝福が行われる。
　また、名古屋教区で宣教活動の先頭に立って現在働いておられ、また働いてこられた司祭、修道者奉献
生活者の方々をお祝いする。
　当日教会に来ることができない方も心を合わせて、金・銀祝のお祝いに当たる方々のために、お祈りく
ださい。

《聖香油ミサ》
日　時　4月13日（水）10：30～12：00　　
場　所　名古屋教区司教座聖堂布池教会
内　容　聖香油ミサ
　　　　ミサの中で金銀祝の祝いが行われます。
連　絡　・駐車場はありません。公共交通機関をご利用のこと。
　　　　・時節柄、参加される方はマスク着用。
　　　　・体調のすぐれない時は出席を控える。
主　催　カトリック名古屋教区宣教司牧評議会事務局　☎052-936-8366　Fax 052-935-2254

《金銀祝を受けられる方々の名簿》　（敬称略）
（司祭叙階　金祝）
　ダンフィー・ウォルター神父（神言修道会）

（司祭叙階　銀祝）
　�フェレイラ・デ・メロ ディヴィノ アンセルモ神父�
（神言修道会）

　九
く の り

里　彰
あきら

神父（カルメル修道会）

（修道者・奉献生活者誓願　金祝）

　Sr. 永
なが

井
い

和
かず

子
こ

（聖霊奉侍布教修道女会）　　
　小

お

椋
ぐら

ユキ子（聖マリア在俗会）

（修道者・奉献生活者誓願　銀祝）

　Sr. 石
いし

野
の

清
きよ

子
こ

（ドミニコ会聖ヨゼフ修道院）
　Sr. 吉

よし

岡
おか

悦
えつ

子
こ

（ドミニコ会聖ヨゼフ修道院）

四旬節におすすめ図書案内
　3月2日の「灰の水曜日」から、四旬節が始まります。
今年はおうちで静かに黙想してみては如何でしょうか。四
旬節におすすめの図書案内をご紹介します。 問合せ　聖パウロ書院　☎052-936-4443

終生誓願宣立者 助祭叙階者

「主とともに」 「�聖週間を生きる」「�永井隆の�
十字架の道行」

「�救いと希望の道」「�目からウロコ�
十字架の道行」
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３
年
目
に
な
っ
た
が
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
度
重
な
る
変

異
に
よ
り
感
染
拡
大
が
収
ま

ら
ず
、
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
急
が
れ
て
い
る
が
進

ま
な
い
今
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
は
賛
否
両
論
あ
り
、
何
が

正
し
い
の
か
分
か
ら
な
く
不

安
な
状
態
に
あ
る
。
教
区
正

平
委
で
は
21
年
12
月
８
日
、

科
学
的
説
明
を
聞
き
、
理
解

を
深
め
る
機
会
を
設
け
た
。

講
師
は
分
子
生
物
学
者
の
河

田
昌
東
さ
ん
に
お
願
い
し

た
。
以
下
、
要
約
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

２
０
１
９
年
発
生
し
瞬ま

た
たく

間
に
全
世
界
へ
拡
が
り
２
０

２
１
年
12
月
8
日
現
在
、
感

染
者
数266,504,411

（
日

本1,728,113

）、
死
者
数

5,268,849

（18,367

）
と
な�

っ
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は

１
，
人
間
の
野
生
生
物
と
の

接
触
機
会
の
増
加
が
動
物
か

ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
を
も
た
ら

し
た
。

２
，
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
森
林
破
壊
が
世
界
的
感

染
拡
大
の
原
因
。
例
：
世
界

に
お
け
る
パ
ー
ム
油
生
産
に

よ
る
森
林
破
壊
面
積
と
感
染

症
発
生
率
の
相
関
か
ら
、
98

年
の
破
壊
面
積
、
発
生
率
を

１
と
す
る
と
２
０
１
６
年
破

壊
面
積
が
２
倍
と
な
り
、
発

生
率
も
２
倍
と
な
っ
て
い

る
。（
２
０
２
１
年
3
月
仏

の
論
文
）
こ
れ
ら
か
ら
、
今

後
も
新
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
症
爆
発
が
繰
り
返
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、「
南
ア
フ
リ
カ
で

変
異
株
急
増
中
、
こ
れ
ま
で

で
最
強
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
と
の

命
名
」
と
21
年
11
月
26
日
報

道
さ
れ
た
。
そ
の
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
は
再
感
染
リ
ス
ク
約
２

倍
、
一
部
の
免
疫
回
避
す
る

恐
れ
も
あ
り
ワ
ク
チ
ン
打
っ

て
も
感
染
す
る
と
南
ア
フ
リ

カ
研
究
チ
ー
ム
の
発
表
が
あ

る
。

ワ
ク
チ
ン
と
は

日
本
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
感
染
症
拡
大
防
止
、
予
防

の
切
り
札
と
さ
れ
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
爆
発
的
感
染
拡
大

に
よ
り
３
回
目
の
接
種
が
急

務
と
な
っ
た
が
、
そ
の
ワ
ク

チ
ン
と
は
何
か
。

病
原
体
（
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
な
ど
）
そ
の
も
の
又
は
、

病
原
体
を
構
成
す
る
物
質
な

ど
を
も
と
に
作
っ
た
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す

る
こ
と
で
、

そ
の
病
原
体

に
対
す
る
免

疫
が
で
き

る
。
具
体
的

に
は
、
以
下

の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

１
）
従
来
の

ワ
ク
チ
ン
は

ウ
イ
ル
ス
を

動
物
体
内
で

尾
張
藩
と 

キ
リ
シ
タ
ン
大
名

講演した村越好男氏

半
田
教
会　

�

パ
ウ
ロ
村
越
好
男

来
年
末
に
発
行
予
定
の

『
尾
張
藩
と
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
』
か
ら
、
主
要
な
眼
目
の

一
部
を
紹
介
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
ま
ん
え
ん
に
警

戒
し
つ
つ
、
寒
さ
が
忍
び
寄

る
半
田
教
会
の
信
徒
会
館

に
、
20
名
く
ら
い
の
参
加
者

が
集
い
一
時
間
半
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
用
い

て
、
ス
ラ
イ
ド
上
映
し
な
が

ら
、
10
部
に
わ
た
る
証
拠
書

類
を
説
明
し
つ
つ
行
わ
れ

た
。

主
要
な
発
表
の
眼
目
の
第

一
は
、
尾
張
出
身
キ
リ
シ
タ

ン
第
一
号
の
結ゆ

う

城き

山や
ま
し
ろ
の城

守か
み

忠た
だ

正ま
さ

は
、
五ご

畿き

で
の
宣
教
拡

大
に
寄
与
し
、
後
に
そ
の
導

き
で
誕
生
し
た
何
人
か
の
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
が
花は

な
正ま

さ
、
清き

よ

州す

城
に
関
わ
り
、
コ
ン
ス
タ

ン
チ
ノ
の
宣
教
を
下し

た
支さ

さ
え
た

り
、
２
月
６
日
に
記
念
す
る

26
聖
人
殉
教
者
の
う
ち
の
何

人
か
が
清
州
か
ら
出
る
下
地

つ
く
り
に
寄
与
し
た
。

第
二
の
眼
目
は
、
１
５
８

４
年
の
小こ

牧ま
き

・
長な

が
久く

手て

の
戦

い
で
あ
る
。

何
と
い
っ
て
も
、
哀
れ
を

誘
う
の
は
、
叔
父
結
城
忠
正

出
身
の
地
、
尾
張
（
名
古
屋

市
守
山
区
の
）
白は

く

山さ
ん

林ば
や
しに

て

若
干
29
歳
で
戦
死
し
た
ジ
ョ

ア
ン
結ゆ

う
城き

で
あ
ろ
う
。
イ
エ

ズ
ス
会
か
ら
宣
教
熱
意
で
高

山
右
近
と
並
び
称
せ
ら
れ
た

ジ
ョ
ア
ン
は
兵へ

い
站た

ん
に
従
事
す

る
第
4
隊
に
属
し
、
４
月
９

日
早
朝
急
襲
に
よ
り
戦
死
し

た
。
一
方
、
前
夜
、
突
如
秀ひ

で

吉よ
し

の
命
に
よ
り
戦
列
か
ら
外

さ
れ
た
高
山
右
近
は
、
８
か

月
（
３
月
～
11
月
）
に
渡
る

秀
吉
ｖ

対ｓ
織
田
信の

ぶ

雄か
つ

・
徳
川

家
康
の
に
ら
み
合
い
を
、
ユ

ス
ト
は
無
為
に
過
ご
す
こ
と

は
な
か
っ
た
。
他
の
キ
リ
シ

タ
ン
大
名
と
と
も
に
、
カ
テ

キ
ズ
ム
を
施
し
、
蒲が

生も
う

氏う
じ

郷さ
と

、
黒
田
官か

ん
べ
い

兵
衛
、
瀬せ

田た

左さ
ま
の
じ
ょ
う

馬
丞
、
牧
村
長ち

ょ
う
べ
い

兵
衛
を
、

84
年
、
85
年
大
坂
で
の
洗
礼

へ
と
導
い
た
。

第
三
の
眼
目
は
、
初
代
和

歌
山
城
主
浅あ

さ

野の

幸よ
し

長な
が

の
娘
、

春は
る

姫ひ
め

で
あ
る
。

五
奉
行
の
一
人
浅
野
長な

が

政ま
さ

は
、
秀
吉
の
妻
ね
ね
と
は
義

理
の
兄
弟
関
係
を
清
須
市
の

朝あ
さ

日ひ

に
あ
る
浅
野
長な

が

勝か
つ

の
も

と
で
築
い
た
。
安
井
家
に
生

ま
れ
た
長
政
は
、
ね
ね
の
姉

や
や
と
結
ば
れ
、
浅
野
を
継

ぎ
、
五
奉
行
の
一
人
に
任

じ
ら
れ
幸よ

し

長な
が

（
和
歌
山
城

じ
ょ
う

主し
ゅ

）、
長な

が

晟あ
き
ら（

後
の
広
島
城

主
）、
長
重
（
後
の
分
家
が

播ば
ん

州し
ゅ
う

赤あ
こ
う穂

城
主
）
を
設
け

新刊書紹介   �
「人生を支え、老いを照らす光」

著者：森　一弘
出版社：女子パウロ会
定価：1,430円

　超高齢化社会に向かって
まっしぐらにつき進んでい
る日本社会の中で、誰もが
戸惑い、不安に脅かされて
います。高齢者の孤独感、
孤立感をどのように乗り越
え、輝かせていけるか、そ
れが老年期の大きな課題で

もあります。こうした現実の中で、改めて人間の幸せが
何にあるのか、人間は何を目指して生きているのかを見
極め、光と支えを見出していくために助けとなる書です。

培
養
し
、
分
離
精
製
、
弱
毒

化
し
て
接
種
す
る
も
の
。
開

発
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
。

２
）
新
型
コ
ロ
ナ
・
ワ
ク
チ

ン
は
ウ
イ
ル
ス
の
ス
パ
イ
ク

蛋
白
質
（
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ
ト

の
細
胞
へ
侵
入
す
る
た
め
に

必
要
な
タ
ン
パ
ク
質
）
の
設

計
図
と
な
る
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
遺

伝
子
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
ゲ

ノ
ム
編
集
で
作
る
の
で
短
期

間
で
製
造
が
可
能
。
ｍ
Ｒ
Ｎ

Ａ
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
細
胞
に
注
入

し
ス
パ
イ
ク
蛋
白
質
を
合

成
。
ス
パ
イ
ク
蛋
白
質
に
対

す
る
免
疫
反
応
で
抗
体
が
出

来
る
。
抗
体
が
ス
パ
イ
ク
と

細
胞
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
２
と
の
結
合

を
妨
害
し
感
染
と
増
殖
を
防

ぐ
。

新
型
コ
ロ
ナ・ワ
ク
チ
ン
の
問
題
点

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
細

胞
内
で
分
解
し
や
す
い
。
大

量
に
注
入
が
必
要
。
安
定
化

剤
が
必
要
（
油
脂
膜
、
Ｐ
Ｅ

Ｇ
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー

ル
）
副
反
応
が
大
き
い
。
短

時
間
で
効
き
目
が
失
わ
れ
る

（
複
数
回
必
要
）。
ウ
イ
ル
ス

の
変
異
で
効
き
目
が
無
く
な

る
。Ｄ

Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
安
定

だ
が
体
内
で
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
合
成

が
必
要
。
ベ
ク
タ
ー
（
ウ
イ

ル
ス
・
プ
ラ
ス
ミ
ド
）
に
組

み
込
む
必
要
。
ヒ
ト
遺
伝
子

に
組
み
込
ま
れ
、
抗
生
物
質

耐
性
に
な
る
恐
れ
。
ウ
イ
ル

ス
の
変
異
で
効
き
目
が
無
く

な
る
。

免
疫
の
仕
組
み

３
つ
の
防
御
壁
が
あ
る
。

１
）
粘
膜
免
疫
＝
皮
膚
や
体

毛
、
粘
膜
に
よ
る
物
理
的
な

防
御
に
よ
り
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
の
侵
入
を
阻
止
す
る
。

名
古
屋
教
区
正
義
と
平
和
委
員
会
の
学
習
会

「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
正
し
く
知
ろ
う
」

カ
ト
リ
ッ
ク
半
田
教
会
で
は
信
徒
の
パ
ウ
ロ
村
越
好
男
さ
ん
に
よ
る
「
尾
張
藩
と
キ
リ
シ

タ
ン
大
名
」
の
講
演
会
が
１
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
。
当
日
の
記
事
を
村
越
様
か
ら
投
稿
頂

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
り
し
も
今
年
は
名
古
屋
教
区
設
立
100
周
年
を
迎
え
る
に

ふ
さ
わ
し
く
、
尾
張
藩
の
歴
史
を
紐
解
い
て
語
っ
て
い
ま
す
。

る
。
以
前
か
ら
深
刻
な
皮
膚

病
に
苦
し
ん
で
い
た
幸
長

は
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
が
発

せ
ら
れ
る
１
６
１
２
年
に
洗

礼
を
受
け
る
。
浅
野
家
の
家か

伝で
ん

書し
ょ

に
、
娘

む
す
め

春
姫
、
歌
姫
も

霊
名
を
受
け
、
洗
礼
を
受
け

た
と
の
記
述
も
あ
り
、
ロ
ー

マ
のe え

ん
じ
ぇ
る

ngel

文
庫
で
、
友

人
に
洗
礼
台
帳
を
確
認
し
て

も
ら
い
、
春
姫
が
色
白
か
ら

マ
ル
ガ
レ
ー
タ
、
歌
姫
が
エ

リ
ザ
ベ
ー
タ
と
の
確
認
を
得

た
。春

姫
は
、
名
古
屋
城
初し

ょ

代だ
い

城
主
徳と

く

川が
わ

義よ
し

直な
お

の
正せ

い
妻さ

い
で
あ

り
、
付
け
家
老
の
犬
山
城
主

成な
る

瀬せ

隼は
や
と
の
じ
ょ
う

人
丞
と
と
も
に
江

戸
に
移
さ
れ
る
１
６
３
０
年

ま
で
地
域
の
キ
リ
シ
タ
ン
の

庇ひ

護ご

に
あ
た
っ
た
と
言
わ
れ

る
。第

四
の
眼
目
は
、
ね
ね
を

含
む
木き

の
下し

た
（
杉
原
）
家
、
浅

野
家
、
福
島
正ま

さ

則の
り

、
蜂は

ち

須す

賀か

、加
藤
清き

よ

正ま
さ

、三み

好よ
し

秀
次
、

木
下
藤と

う

吉き
ち

郎ろ
う

、前
田
利と

し

家い
え

と

い
う
、
安
土
桃
山
時
代
の
舞

台
を
か
ざ
る
武
将
は
、
半
径

10
キ
ロ
の
同
心
円
の
中
か
ら

出
て
き
た
の
は
、
尾
張
藩
を

考
え
る
と
き
、
見
逃
せ
な
い

点
と
な
っ
て
い
る
。

日本カトリック司教協議会主催

教皇フランシスコ回勅�
『兄弟の皆さん』を学ぶ�
オンライン講座のご案内

　2月14日から「2022年度定例司教総会」が日本カト
リック会館で開催される。総会の期間中、下記の日程
で YouTube による視聴が可能。
日　程　2月16日（水）14：00～16：40
テーマ　「教皇フランシスコ回勅『兄弟の皆さん』を学ぶ」
司教とともに、教皇フランシスコ回勅『兄弟の皆さん』
を学び、深めることができる。

【URL】　
https://www.youtube.com/watch?v=GWXU8e3n830
https://www.cbcj.catholic.jp/2022/02/09/23961/
以上の案内：
https://www.cbcj.catholic.jp/2022/02/09/23961/

２
）
自
然
免
疫
＝
体
内
に
侵

入
し
た
異
物
を
排
除
す
る
。

３
）
獲
得
免
疫
＝
体
内
に
侵

入
し
た
異
物
を
記
憶
し
排
除

す
る
。
ワ
ク
チ
ン
で
抗
体
を

獲
得
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策

1
）
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
妨

害
す
る
薬
剤
の
開
発
。
レ
ム

デ
シ
ベ
ル
（
商
品
名
ベ
ク
ル

リ
ー
）、
フ
ァ
ビ
ピ
ラ
ビ
ル

（
商
品
名
ア
ビ
ガ
ン
）。
こ
れ

ら
は
、
細
胞
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
合
成

も
阻
害
し
、
胎
児
、
新
生
児

に
は
大
き
な
副
作
用
が
あ

る
。
そ
の
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム

か
ら
、
感
染
初
期
に
し
か
有

効
で
な
い
。
乳
幼
児
・
妊
婦

に
は
使
っ
て
は
な
ら
な
い
。

２
）
増
殖
の
阻
害
剤
開
発
。

例　

抗
が
ん
剤
カ
モ
フ
ー

ル
、ナ
フ
ァ
モ
ス
タ
ッ
ト（
急

性
膵
炎
治
療
薬
）。
人
体
実

験
に
時
間
が
か
か
る
。

暮
ら
し
の
中
の
感
染
対
策

1
）
３
密
を
避
け
る
、
マ
ス

ク
を
す
る
。

2
）
免
疫
力
強
化
（
腸
内
細

菌
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
等
）

3
）
食
品
の
有
効
成
分
、
漢

方
薬
な
ど
活
用
。

な
か
で
も
３
）
に
つ
い
て
、

①
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
亡

率
が
国
ご
と
に
極
端
に
違
う

原
因
を
ド
イ
ツ
国
内
で
調

査
。
食
習
慣
ザ
ワ
ー
ク
ラ
ウ

ト
の
有
（
ド
イ
ツ
系
住
民
）

無
（
フ
ラ
ン
ス
系
）
の
違
い

が
大
き
か
っ
た
。
キ
ャ
ベ
ツ

や
白
菜
の
発
酵
食
品
に
は
Ａ

Ｃ
Ｅ
２
受
容
体
と
ス
パ
イ
ク

の
結
合
の
妨
害
物
質
ニ
コ
チ

ア
ナ
ミ
ン
が
あ
る
。
ヨ
ー
グ

ル
ト
に
も
同
様
な
阻
害
剤
が

あ
る
。

②
感
染
妨
害
す
る
天
然
成

分
。
・
ヘ
パ
リ
ン
（
血
液
凝

固
剤
：
豚
や
牛
の
肉
、
内
臓

に
存
在
）
・
フ
コ
イ
ダ
イ
ン

（
海
藻
：
モ
ズ
ク
、
ワ
カ
メ

な
ど
の
粘
着
成
分
）
・
５
‐

ア
ミ
ノ
レ
ブ
リ
ン
酸
（
発
酵

食
品
、
日
本
酒
・
ワ
イ
ン
、

黒
酢
、
イ
カ
、
タ
コ
）

③
コ
メ
と
小
麦
の
消
費
量
と

感
染
率
を
比
較
す
る
と
コ
メ

の
感
染
率
は
小
麦
よ
り
も
断

然
低
い
。
有
効
成
分
は
未
特

定
。
米
ぬ
か
の
抗
酸
化
作
用

（
γ
オ
リ
ザ
ノ
ー
ル
）、
腸
内

細
菌
へ
の
影
響
な
ど
考
え
ら

れ
る
。

④
漢
方
薬
に
よ
る
感
染
対

策
。

１
）
ク
ソ
ニ
ン
ジ
ン
。（
ヨ

モ
ギ
の
仲
間
）。
マ
ラ
リ
ア

の
特
効
薬
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
米
国

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
と
ド
イ
ツ

のM
axPlank

研
究
所
で

ヒ
ト
細
胞
で
感
染
抑
制
実
験

す
る
。
日
本
の
ア
イ
ヌ
の

人
々
は
古
く
か
ら
感
染
症
対

策
に
利
用
す
る
。

２
）
エ
キ
ナ
セ
ア
、
キ
ク
科

の
薬
草
。
ヒ
ト
の
免
疫
力
を

強
化
、
感
染
症
対
策
に
ア
メ

リ
カ
先
住
民
が
古
く
か
ら
利

用
す
る
。

３
）
Ａ
Ｃ
Ｅ
２
阻
害
作
用
の

あ
る
物
質
と
し
て
①
ニ
コ
チ

ア
ナ
ミ
ン
（
大
豆
）：
味
噌

の
発
酵
が
進
む
に
つ
れ
て
増

え
る
。
②
バ
イ
カ
リ
ン
（
黄

金
花
、
シ
ソ
科
）：
抗
Ａ
Ｃ

Ｅ
２
以
外
に
抗
酸
化
、
抗
炎

症
、
抗
ウ
イ
ル
ス
作
用
（
新

型
コ
ロ
ナ
も
）
③
レ
ス
ベ
ラ

ト
ー
ル
（
サ
ン
タ
ベ
リ
ー
、

ブ
ド
ウ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
等
）

④
ア
ロ
エ
・
エ
モ
ジ
ン
（
ア

ロ
エ
、
ル
バ
ー
ブ
）、
等
々
。

ま
と
め

ワ
ク
チ
ン
は
有
効
、
し
か

し
限
界
が
あ
る
。
自
然
免
疫

を
強
化
す
る
た
め
、
医
食
同

源
で
対
応
す
る
。
よ
り
根
本

的
に
は
自
然
破
壊
を
止
め
、

自
然
と
の
共
有
を
目
指
す
。

�

（
文
責
：
竹
谷 

基
）

（厚労省HPより）
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福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約79.0％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

641件 31,617,358円
（1/28現在）目標額 40,000,000円

協力協力協力協力

建
設
費
の
返
済
に

建
設
費
の
返
済
に

　　
をを

建
設
費
の
返
済
に

建
設
費
の
返
済
に

　　
をを

�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

3
月
の
教
会
暦

２
日
㈬	
灰
の
水
曜
日
（
大
斎
・
小
斎
）

	

四
旬
節
愛
の
献
金（
四
旬
節
中
）

６
日
㈰	

四
旬
節
第
1
主
日

13
日
㈰	

四
旬
節
第
2
主
日

17
日
㈭	

日
本
の
信
徒
発
見
の
聖
母（
祝
）

18
日
㈮	

性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の
祈
り

と
償
い
の
日

19
日
㈯	

聖
ヨ
セ
フ
（
祭
）

20
日
㈰	

四
旬
節
第
3
主
日

25
日
㈮	

神
の
お
告
げ
（
祭
）

27
日
㈰	

四
旬
節
第
4
主
日

4
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

３
日
㈰	

四
旬
節
第
５
主
日

10
日
㈰	

受
難
の
主
日
（
枝
の
主
日
）

13
日
㈬	

聖
香
油
ミ
サ

14
日
㈭	

聖
木
曜
日
（
主
の
晩
さ
ん
）

15
日
㈮	

聖
金
曜
日（
主
の
受
難
）（
大
斎・

小
斎
）

	

聖
地
の
た
め
の
献
金

16
日
㈯	

聖
土
曜
日

17
日
㈰	

復
活
の
主
日
（
祭
）

24
日
㈰	

復
活
節
第
2
主
日
（
神
の
い
つ

く
し
み
の
主
日
）

教
区
行
事
予
定

3
月

４
日
㈮	

世
界
祈
祷
日
（
中
止
）

６
日
㈰	

第
３
回
宣
教
司
牧
評
議
会
＊

８
日
㈫	

樹
の
会

９
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

11
日
㈮	

正
義
と
平
和
委
定
例
会

12
日
㈯	

殉
教
者
委
定
例
会

13
日
㈰	

安
城
教
会
堅
信
式
＊
／
三
河
Ｂ

会
議

15
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

17
日
㈭	

月
集
＊ 　

（
＊
＝
松
浦
司
教
）

19
日
㈯	

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
ア
チ
ェ
ス
」

／
濃
尾
Ｂ
会
議

20
日
㈰	

岡
崎
教
会
堅
信
式
＊
／
名
古
屋

教
区
司
教
座
聖
堂
献
堂
記
念
日

／
城
北
Ｂ
会
議
／
城
南
Ｂ
会
議

／
青
年
委
員
会

24
日
㈭	

顧
問
会
＊

26
日
㈯	

教
区
法
人
評
議
員
会
＊
／
教
区

障
害
者
の
黙
想
会

4
月

８
日
㈮	

正
義
と
平
和
委
定
例
会
「
学
習

会
」

９
日
㈯	
殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒
協
役

員
会

12
日
㈫	
樹
の
会
／
難
民
移
住
移
動
者
委

員
会

13
日
㈬	

聖
香
油
ミ
サ
（
金
銀
祝
）＊
／

司
祭
・
助
祭
の
集
い

16
日
㈯	

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
」

17
日
㈰	

愛
岐
Ｂ
会
議
／
青
年
委
員
会

19
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

21
日
㈭	

顧
問
会
＊

23
日
㈯	

修
女
連
「
総
会
」

24
日
㈰	

各
務
原
教
会
堅
信
式
＊
／
名
古

屋
教
区
設
立
100
周
年
聖
年
開
始

ミ
サ
・
講
演
会
＊

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

3
月

３
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会

12
日
㈯	

助
祭
叙
階
式
（
神
言
会
）

19
日
㈯	

仙
台
司
教
叙
階
式

22
日
㈫	

南
山
学
園
評
議
員
会

4
月

７
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会

カトリック名古屋教区 
セクシュアル・ハラスメント 

対応委員会 
ホットライン 
 080-2625-4681

受付　月～金（祝日除く）　
時間　10：00～12：00　　　

13：00～16：00
名古屋市東区葵2-6-35

カトリック名古屋教区センター
相談の秘密、プライバシーは厳守します。 

安心してご相談下さい。

◇
3
月
の
炊
き
出
し　

木
３
日
布
池
、
10
日
南
山
・
樹
の
会
、

17
日
聖
霊・南
山・樹
の
会
、24
日
城
北
橋
、

31
日
南
山　

金
４
日
喜
望
の
会
、
11
日

長
浦
・
喜
望
の
会
、
18
日
Ａ
Ｊ
Ｕ
・
恵
方

町
、
25
日
布
池

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
中
止
・

延
期
と
な
っ
た
教
区
諸
行
事

《
中
止
》

３
月
４
日
㈮　

世
界
祈
祷
日

《
延
期
》

４
月
開
催
の
聖
霊
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
及
び
、
５
月
開
催
の
講
座
聖
霊

病
院
ホ
ス
ピ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

訃 

報 

マ
ル
チ
ノ
大
橋
嘉
男
神
父
（
神

言
修
道
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
言
会
司
祭

マ
ル
チ
ノ
大
橋

嘉
男
神
父
は
1

月
28
日
、
入
院

先
の
聖
霊
病
院

に
て
永
眠
し
た
。
89
歳
。

　

な
お
、
通
夜
並
び
に
葬
儀
ミ
サ
・
告
別

式
は
神
言
会
会
員
の
み
の
参
列
に
よ
り
、

滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
た
。

　

特
に
感
染
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
感
染
予
防
の
た
め
、
葬
儀
日
程

等
の
お
知
ら
せ
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　

通
夜
は
１
月
30
日
㈰
午
後
６
時
よ
り
、

葬
儀
ミ
サ
・
告
別
式
は
１
月
31
日
㈪
午
前

11
時
よ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
南
山
教
会
で
行

わ
れ
た
。

大
橋
嘉
男
神
父
の
略
歴

１
９
３
２
年
２
月
28
日
新
潟
県
生
ま
れ　

四旬節愛の献金（四旬節中）
　「愛の献金」はカリタスジャパンを通して
海外諸国と日本各地におくられ難民や孤児、
そして貧困、失業、飢餓などに苦しむ多く
の人々の命を守るために、また彼らの自立
を助けるために使われる。

編
集
後
記

名
古
屋
教
区
広
報
部
で

は
、
名
古
屋
教
区
ニ
ュ
ー
ス

へ
の
原
稿
の
投
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
下
記
ア
ド
レ
ス

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
ま
た

手
紙
で
の
投
稿
は
名
古
屋
教

区
本
部
事
務
所
広
報
部
宛
お

送
り
頂
い
て
も
結
構
で
す
。

new
s@

nagoya-diocese.jp

名
古
屋
教
区
ニ
ュ
ー
ス
４

月
号
の
発
行
は
３
月
24
日
の

予
定
で
す
。
原
稿
締
め
切
り

は
2
月
末
日
で
す
。

名
古
屋
教
区
ニ
ュ
ー
ス
に
原
稿

を
く
だ
さ
る
皆
様
に
お
願
い

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会
の�

ご
厚
意
に
よ
り
、
名
古
屋
教�

区
ニ
ュ
ー
ス
を
音
声
化
し
テ
ー�

プ
に
録
音
し
て
視
覚
障
が
い�

者
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
に
困
る
事
は
名
前

や
地
名
等
が
漢
字
の
み
で
記

さ
れ
て
い
て
、
読
み
方
が
分

か
ら
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

編
集
の
段
階
で
電
話
等
に�

よ
り
問
合
せ
を
し
て
い
ま
す
。

原
稿
を
出
さ
れ
る
前
に
、

読
み
に
く
い
、
何
通
り
も
の

読
み
方
が
あ
る
漢
字
に
は
、

お
手
数
で
す
が「
ふ
り
が
な
」

を
付
け
て
頂
く
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

�

名
古
屋
教
区
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

第34回 名古屋教区障害者連絡会�
四旬節黙想会のご案内�

～障害をもつ人々と共に～
テーマ　「心にひびいていますか　�

神の恵みを…」
日　時　3月26日（土）10：00～16：00
会　場　南山教会マリア館2F ホール
　　　　☎052-831-9131（要約筆記・手話通訳あり）
指導司祭　�フィラデルフィ・パヴォル神父�

（南山教会主任　神言会）
参加費　無料
　　　　�昼食を希望される方はお申し込み下さい。

500円
問合せ　平出まで（携帯 090-3150-9844）
主　催　�名古屋教区障害者連絡会、カリタス福祉

委員会

≪聖パウロ書院よりお知らせ≫
　誠に勝手ながら下記の期間、書院整理のためお休みします。
期　間　3月29日（火）～3月31日（木）（4月1日（金）より通常通り開店いたします）
　ご利用のお客様には大変ご迷惑をお掛けいたしますが、何卒ご理解いただきま
すようお願い申し上げます。

サダナ ～神への道～【入門コース】
　聖イグナチオの霊性を基に、「心と知性の静けさ」「神様との個人的な触れ合い」
を体験。
日　時　入門Ａ　5月15日（日）9：30～17：00
　　　　入門Ｂ　6月26日（日）9：30～17：00
　　　　入門Ｃ　7月10日（日）9：30～17：00
場　所　聖霊会八事修道院ミッションセンター
　　　　名古屋市昭和区八事本町1番地（駐車可）
指　導　植

うえ

栗
ぐり

　彌
わたる

神父（イエズス会）
問合せ　撹

かく

上
あげ

暁
あき

子
こ

　　　　メール ngosdn@gmail.com　☎050-7108-7410
参加者の声　右 QR コードより。

〈2022年度の予定〉
■（初）リピーターの会（入門ＡＢＣ経験者のみ）
　 以下 A と B は別内容。いずれかだけでも参加可能。
 　Ａ　11月5日（土）、　Ｂ　11月6日（日）
■（初）サダナ2（入門ＡＢＣまたはサダナ1経験者のみ）
 　4日間参加可能な方のみ。部分参加は不可。
 　2023年2月4日・5日（宿泊）　2月11日・12日（宿泊）

聖マリアの無原罪教育宣教修道会岐阜修道院
「青年のための聖書の学び」

3月20（日）はお休み。
係り　シスター碇（いかり）☎058-229-3985　　（修道院）☎080-1560-7429

60
年
５
月
３
日
初
誓
願
宣
立　

65
年
８
月

21
日
司
祭
叙
階　

66
年
～
71
年
聖
ル
ド

ヴ
ィ
コ
神
学
院
指
導
司
祭　

71
年
～
72
年

聖
ル
ド
ヴ
ィ
コ
神
学
院
院
長　

66
年
～
84

年
長
崎
南
山
中
高
等
学
校
教
諭　

72
年
～

84
年
長
崎
南
山
中
高
等
学
校
校
長　

84
年

～
90
年
日
本
管
区
会
計
担
当　

84
年
～
90

年
聖
ア
ー
ノ
ル
ド
小
神
学
院
院
長　

85
年

～
２
０
０
２
年
南
山
短
期
大
学
に
て
教
職

に
就
く　

93
年
～
２
０
０
２
年
南
山
短
期

大
学
学
長　

02
年
～
08
年
瀬
戸
聖
霊
中
高

等
学
校
校
長　

22
年
１
月
28
日
帰
天
。

大
橋
神
父
は
、
そ
の
生
涯
を
キ
リ
ス
ト
教

教
育
に
捧
げ
た
。

住所変更・閉鎖のお知らせ
《住所変更》
〇 AJU リカバリーセンター・フェロー
　（旧名古屋マック）（2021年8月移転）
　新住所　〒454-0964
　　　　　名古屋市中川区富永1丁目16番3
　　　　　☎052-302-7110　FAX 052-302-7112

《閉鎖》
〇聖心の聖母会（2021年5月閉鎖）


